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「
社
会
起
業
家
」
と
は
何
か

社
会
起
業
家
と
は
何
か
？
一
般
的
な
定
義

は
な
い
の
で
す
が
、
社
会
貢
献
や
社
会
変
革

を
目
的
と
し
た
事
業
を
、
起
業
家
的
手
法
を

用
い
て
起
業
・
運
営
す
る
人
々
の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
社
会
起
業
家
は
、
今
後
何
十

年
か
を
か
け
て
資
本
主
義
の
あ
り
方
を
変
え

て
ゆ
く
存
在
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

社
会
起
業
家
は
従
来
か
ら
存
在
す
る
二
つ

の
人
材
像
と
違
い
が
あ
り
ま
す
。
第
一
に
「
社

会
活
動
家
」
と
の
違
い
で
す
が
、
経
済
的
な

自
立
性
・
事
業
の
継
続
性
で
す
。
社
会
活
動

家
は
ど
う
し
て
も
「
補
助
金
」
や
「
寄
付
金
」

に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
は
政
府

や
寄
付
者
の
都
合
で
打
ち
切
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
そ
れ
が
活
動
の
制
約
に
な
っ
て
い
ま

す
。
起
業
家
的
手
法
を
用
い
て
こ
の
問
題
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
の
が
社
会
起
業
家
で
す
。

会
起
業
家
の
支
援
団
体
と
し
て
ア
シ
ョ
カ
が

あ
り
、
世
界
中
で
六
千
人
を
超
え
る
ア
シ
ョ

カ
・
フ
ェ
ロ
ー
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
人
と
し
て
有
名
な
の
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
ム
ハ
マ

ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
で
す
。
こ
う
し
た
社
会
起
業

家
は
、
日
本
で
も
大
き
な
潮
流
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
書
籍
、
新
聞
・
雑
誌
の
特
集
、

テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
の
紹
介
が
増
え
て
お
り
、

最
近
で
は
、
政
府
の
報
告
書
の
中
で
も
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
社
会
起
業
家
」
の

重
要
性
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
社
会
起
業
家
が
、
社
会
の
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
」
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
か

三
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
こ
れ

か
ら
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
制
度
、
社

会
シ
ス
テ
ム
の
変
革
、
す
な
わ
ち
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
求
め
ら
れ
る
時
代

だ
か
ら
で
す
。
社
会
起
業
家
は
、
こ
の
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
取
り
組
む

存
在
で
す
。

第
二
に
「
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
だ

け
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
起
こ
ら
な
い
か
ら

で
す
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は「
競
争
原
理
」と「
成

果
主
義
」
だ
け
で
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。「
志
と

使
命
感
」が
重
要
な
要
素
な
の
で
す
。
例
え
ば
、

グ
ー
グ
ル
の
創
業
者
は
、
世
界
中
の
情
報
を

オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
す
る
と
の
使
命
感
を
持
ち
、
リ

ナ
ッ
ク
ス
は
、
世
界
中
の
人
々
に
無
償
で
性

能
の
良
い
基
本
ソ
フ
ト
を
提
供
し
た
い
と
い
う

志
が
あ
り
ま
す
。
社
会
起
業
家
は
、「
志
と
使

命
感
」
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
世
の
中
に

広
げ
て
い
く
の
で
す
。

第
三
は
「
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
重
要
な
条
件
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
従
来
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
少
数
の
研

究
者
・
技
術
者
・
開
発
者
・
専
門
家
が
起
こ

社
会
起
業
家
│
地
域
と
社
会
の

活
性
化
へ
向
け
て

平
成
二
一
年
五
月
一
八
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
、
恒
例
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
い
ま
世
界
的
に
注

目
さ
れ
て
い
る
「
社
会
起
業
家
」
の
育
成・支
援
に
情
熱
を
燃
や
さ
れ
て
い
る
、

多
摩
大
学
大
学
院
教
授
の
田
坂
広
志
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
社
会
起
業
家
の

「
い
ま
と
未
来
」
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

田坂  広志
多摩大学大学院教授　社会起業家フォーラム代表

シンクタンク・ソフィアバンク代表

【たさか　ひろし】1951年生まれ。東京大学大学院修了。
工学博士。民間企業を経て 1990 年、日本総合研究所
の設立に参画。事業企画部長、取締役・創発戦略セン
ター所長を歴任。2000 年、多摩大学大学院教授に就任。
2000 年、社会起業家の育成と支援を通じて社会システ
ムのパラダイム転換をめざすグローバル・シンクタン
ク、ソフィアバンクを設立。代表に就任。2003 年、「社
会起業家フォーラム」を設立。代表に就任。現在、全
国から12000 名の社会起業家が集まり、諸分野での社
会変革に取り組んでいる。2008 年、ダボス会議を主催
する世界経済フォーラムの The Global Agenda Council
のメンバーに選ばれ、世界の社会起業家や社会的企業
への提言を行っている。

第
二
に
「
起
業
家
」
と
の
違
い
で
す
が
、
社

会
貢
献
や
社
会
変
革
の
明
確
な
目
的
を
持
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
欧
米
の
起
業
家
の
中
に

は
、
利
益
の
最
大
化
を
目
的
と
し
て
起
業
す

る
人
々
が
い
ま
す
が
、
社
会
起
業
家
は
「
社

会
貢
献
」
や
「
社
会
変
革
」
を
目
的
と
し
て

起
業
し
、
社
会
貢
献
の
最
大
化
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

社
会
起
業
家
が
生
ま
れ
て
き
た
一
つ
の
背

景
は
「
寄
付
」
か
ら
「
社
会
的
投
資
」
へ
の

変
化
で
す
。
従
来
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は

「
寄
付
金
」
が
最
も
効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
明
確
で
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
社
会
起
業
家
は
、
受
け
た
投

資
を
最
大
限
効
率
的
に
使
っ
て
、
社
会
貢
献

の
目
的
を
果
た
そ
う
と
い
う
発
想
と
能
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。

社
会
起
業
家
は
、
欧
米
で
は
す
で
に
大
き

な
潮
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
最
大
の
社

【
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
演
会
抄
録
】
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な
ぜ
な
ら
、
松
下
幸
之
助
を
は
じ
め
、
日

本
の
起
業
家
に
は
「
志
や
使
命
感
」
を
持
っ

た
方
が
数
多
く
い
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
企

業
に
勤
め
る
社
員
も
、
実
は
、
本
業
を
通
じ

た
社
会
貢
献
に
「
働
き
甲
斐
」
を
感
じ
て
い

る
人
が
多
い
の
で
す
。

日
本
に
お
い
て
「
社
会
起
業
家
」
を
支
援

す
る
方
法
で
す
が
、「
社
会
起
業
家
」
の
潮

流
を
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
の
潮
流
と
合
流
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
と
は
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」

の
こ
と
で
す
が
、「
法
令
順
守
」
と
「
企
業
倫

理
」
を
大
切
に
し
、「
社
会
貢
献
」
を
重
視

す
る
企
業
の
動
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、官
庁
・

自
治
体
に
も
、
こ
の
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
の
精
神
が

求
め
ら
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
の

精
神
を
広
げ
て
い
く
か
。
そ
れ
は
「
欧
米
型

Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
で
は
な
く
、「
日
本
型
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
を

進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
日
本
型
経
営
に
は
、
元
々
「
Ｃ

Ｓ
Ｒ
」
の
精
神
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
例
え
ば

渋
沢
栄
一
の
「
右
手
に
算
盤
、
左
手
に
論
語
」

や
、
住
友
家
訓
の
「
浮
利
を
追
わ
ず
」
な
ど

の
精
神
で
す
。

「
日
本
型
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
と
は
何
か

四
つ
の
視
点
で
説
明
し
ま
す
。

第
一
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
、「
法
令
順
守
」
と
「
企

業
倫
理
」
の
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
企

業
の
社
会
的
責
任
と
は
、
何
よ
り
も
「
社
会

に
対
し
て
良
き
こ
と
を
為
す
」
こ
と
で
す
。

第
二
に
企
業
の
社
会
貢
献
と
は
、「
利
益

の
一
部
」
を
寄
付
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
企
業
は
、
ま
ず
、
本
業
を
通
じ
て

社
会
貢
献
を
す
る
の
で
す
。

第
三
に
本
業
を
通
じ
て
社
会
貢
献
を
す
る

企
業
で
は
、
社
員
が
「
働
き
甲
斐
」
を
感
じ

て
い
る
は
ず
で
す
。

第
四
に
企
業
の
究
極
の
社
会
貢
献
は
、「
社

会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
」
で
す
。
も
し
、

企
業
が
「
本
業
を
通
じ
て
の
社
会
貢
献
」
に

真
摯
に
取
り
組
む
な
ら
ば
、
必
ず
「
社
会
に

貢
献
す
る
人
材
」
が
育
ち
ま
す
。
そ
れ
が
ま

さ
に
、「
社
会
起
業
家
的
人
材
」
な
の
で
す
。

経
済
原
理
の
螺
旋
的
発
展

な
ぜ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、「
社
会
起
業
家
」

が
活
躍
す
る
の
か
？
そ
れ
は
「
ウ
ェ
ブ
革
命
」

が
、
資
本
主
義
の
経
済
原
理
を
根
本
か
ら
変

え
て
い
く
か
ら
で
す
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
弁
証
法
」
に
よ
れ
ば
、
物

事
は
螺
旋
的
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
螺
旋

階
段
を
登
る
人
を
上
か
ら
見
て
い
る
と
、
一

周
回
っ
て
元
に
戻
っ
て
き
ま
す
が
、
横
か
ら
見

て
い
る
と
一
段
上
に
上
が
っ
て
き
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
古
く
懐
か
し
い
も
の
が
、
新
た
な
価

値
を
伴
っ
て
復
活
し
て
く
る
の
で
す
。

同
様
に
社
会
の
経
済
原
理
に
お
い
て
も
、

「
螺
旋
的
発
展
」
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
ネ
ッ
ト
で
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
逆
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
、こ
れ
は
懐
か
し
い
「
競
り
」
や
「
指
値
」

の
復
活
で
す
。
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
「
寺
子
屋
」

の
復
活
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
我
々
は
、
日
々

電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
電

話
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
前
は
、
手
紙
を
書

い
て
相
手
に
送
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

「
文
章
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
復
活

し
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
電
子
メ
ー
ル
は
一

瞬
で
世
界
中
に
届
け
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で

一
段
高
い
位
置
に
登
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
螺

旋
的
発
展
で
す
。

同
じ
様
に
「
貨
幣
経
済
」
の
誕
生
以
前
の

経
済
原
理
は
「
交
換
経
済
」
で
あ
り
、
更
に

そ
の
前
は
「
贈
与
経
済
」
で
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
「
贈
与
経
済
」
が
、
新
た
な
次
元
で
復

活
し
て
い
る
の
で
す
。
例
え
ば
皆
さ
ん
が
使

っ
て
い
る
ヤ
フ
ー
知
恵
袋
や
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

は
、
多
く
の
人
々
の
無
償
の
協
力
で
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
マ
ネ
タ
リ
ー
経
済

は
「
貨
幣
の
獲
得
」
を
目
的
と
す
る
経
済
活

動
で
す
が
、
い
ま
増
大
し
つ
つ
あ
る
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
経
済
は
「
精
神
の
満
足
」
を
目
的
と
す

る
経
済
活
動
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
、

ウ
ェ
ブ
革
命
に
よ
っ
て
、「
マ
ネ
タ
リ
ー
経
済
」

と
「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経
済
」
の
融
合
が
起
こ

り
、新
た
な
経
済
原
理
が
誕
生
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
社
会
に
お
こ
る
最
大
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
の
が
、
社
会
起

業
家
な
の
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
「
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
知
の
生
態
系
」

か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
が
良
い

例
で
す
。
あ
の
地
域
に
は
「
知
の
生
態
系
」

が
あ
る
か
ら
で
す
。

社
会
起
業
家
の
「
志
や
使
命
感
」
は
、
自

然
に
社
会
に
お
け
る
「
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
広
げ
て
い
く
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
最
も
大
切
な
資
本
は
、「
知
的
資
本
」

で
す
。
そ
し
て
、社
会
全
体
に
蓄
積
さ
れ
た「
知

的
資
本
」
が
「
社
会
資
本
」（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
）
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
型
「
社
会
起
業
家
」
の
育
成

私
は
、
欧
米
型
の
社
会
起
業
家
を
真
似
す

る
必
要
は
無
く
、
日
本
型
の
社
会
起
業
家
を

育
成
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。


